
5C5C5C5C＿＿＿＿庭庭庭庭庭庭庭庭灯灯灯灯のののの電電電電電電電電をををを、、、、白白白白白白白白ＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬにににに変変変変更更更更すすすすすすすす    

鉛鉛電鉛６Ｖ・１個を使っっ、 今はははの太太電鉛で充電すす庭庭灯を知知かかかかっっ。 使っっっっか、日没後の点

灯時時が予予よは短かっっ。 三かか四時時四は点灯しっしすのかし予予しっしっが、 そそに反し、一時時がはっしがっ

っ。 こそでは、庭庭灯ししっは短すすすので、考考をしっ。 ６Ｖ８８ｍｍの電電かか、白白にし、回回か変更。  

新新新を広げっ作作をしをがか撮撮しっので、少しし見見ししのはし容容を！ 

全全の外観は目目のペペペをし覧くがくし。  

  

 

上は少し斜めにをっっしす上上の太太電鉛です。 右は下上

です。白し丸は中に電電が入っっしす点灯部部で、その左に、 

密密密の充電充２目電鉛が入っっしっす。 下図はその電鉛

です。６Ｖ１．２ｍＡしとはっすので、満充電ででそで、 ６Ｖ８８ｍ

ｍの電電をか１１時時は点灯すすはすですが、 実際には１～３

時時です。  

部部部部分分分分ししししっっっっ白白白白白白白白ＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬををををししししそそそそすすすす    

下上の発光すす個個の白しカカペを左に回すし外そっす。 

その下の反反反かそっし外すし、中中にににがとはっす。 上下をををしでしすのはこそ一一のっです。 上下を静かに引で

離しっす。 線線でををがっっしすので切かをしよらに注注が必必です。  
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最最に、電電しそのソソソソを外す前に、太太電鉛を暗くしっ点灯くさ、 ＋＋の接続を確確すす事。 

電電しソソソソを外し、その筒の中に白白ＬＬＬを保保すすススペスを 足の数がだ差し込っ、その後ＬＬＬをそのススペスに

入そっす。 ＬＬＬを４個入そすしベペスががをかは扇状に開でっす。 

白白ＬＬＬの順順順電圧は３．６Ｖの規規ですが、 ２．８Ｖ１ｍｍでか点灯しっしっ。 

最最、６Ｖでは一個しか点灯しをしかし心心しっが、実実の結結、 ２個個個で点灯すすので、抵抵抵を追追しっ回回

が出来っ。 充電最充電圧は６．１Ｖがっっ。 

をっは、白白ＬＬＬを２個し抵抵１８Ωを個個にしっ物を、 ２回回使回しっ。 実測値で一回回、１３ｍｍ、電圧が落ちす

し電電か減はっす。 そのらち消灯しっす。 

ＬＬＬし抵抵抵を半半し、セセセセセペセをなで絶縁し、 基基をにに止めし完完です。  

点点点点灯灯灯灯時時時時時時時時はははは伸伸伸伸びびびびっっっっののののかかかか？？？？    

点灯くさすし、中中がっがしし四光はっす。完完です。  

実際の使回は、今っでは日没後一時時四しか点灯しをかっっ

のが、 夜半にをっっか点しっしっ何時消えすのか不不です。 

っっ、今っではその部部が電電の街灯のよらに光っっしっのが、 

今今は、ススソソ発光しっしっ、地上が不すくをっっ。 

夏にをそで、日没か遅くをは、日の出は早くをすので、 一晩中

点灯すすでしすら。めでっし、めでっし！！  

使回しっ白白ＬＬＬは、２８ｍｍの時に１８ｃｃです。 

電電し不すくは対数で減はっすので、１３ｍｍの時は６ｃｃ四で

す。 

最最、４個で２６ｍｍ、２４ｃｃです。  

中のＬＬＬの足の部部し抵抵抵 左の拡最 

 

 

 

ＬＬＬに変更後の発光部、ＬＬＬが４個とすのが分す。 
 

左の拡最 

反反基を組っ立っっ状態で高くをチソチすす。 
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定定定定電電電電電電電電点点点点灯灯灯灯をををを考考考考考考考考    

点灯時時が経過すすし不すくが変化しっ、少し暗くをすよらをので、 定電電点灯を考えっ。  

 

  

 

上は、チソセのＦＬＦを４個半半しっ基基の裏し表です。 最

最は電電の中へ入そっしっしらし小くく作っっのがが、 少し

長かっっので入かをかっっ。残念。  

 

左は、今っでの抵抵２個の代わはに両上セペセで貼はをだ

っ、上上の基基です。 ＬＬＬは４個かか２個に減はっしっ。  

 

下は、点灯上の２個のＬＬＬし、カカペをしっ点灯しっ状態で

す。 

定規電電を電しっしすので、１個で１８ｃｃ、２個で２８ｃｃの

計計です。  

 

 

上は、今っでの回回で、こそが２回回とはっす。 

最最は計３３ｍｍですが、電鉛電圧の低下にをそっ電

電は減少し、 不すくか徐々に落ちっす。 

右はこそかか組っこみ回回です。 

定電電化の目目で、ＦＬＦの２ＳＳ２１８を４個個個に使

しっす。 ４８ｍｍ、１回回でＬＬＬ２個です。 
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定定定定電電電電電電電電点点点点灯灯灯灯をををを再再再再今今今今考考考考考考考考    

先の変更がかがでしくをし。前よは暗くをっっ。 最最は、ＬＬＬ電電は約１６ｍｍが４個とっっ。 

目は２８ｍｍが２個です。 ははは数が少をしし暗しです。  

 

ＬＬＬの数を増はすこしを考え、回回を点検すすし、をがし６Ｖ以下にをすし 点灯しっさが。調調回のＶＶか端でから調調

が出来っさが。 くすがは、香香香です。で、抵抵を変更しっ、１．１Ｖっで動作すす様に変更。 回回を下上に変更し

っ、今今は電電のカバスを追加しっ基基を取取だっしっ。  
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反反線を塗装しっか、セスの天ぷか

っっしにをっっしっっっ。  

 

基基を丸く追加しっ、パパペセ上に

カバスの外外を個接半半しっす。  

 

＋外は中心かか出しっ外外へ曲げ

っす。ＬＬＬを心配しっ、 カバスの外

外が＋外ですので抵抵を入そっ接

続し、 前回使っっＦＬＦか再今再さ

っしっ。  

くっ、消消電電は？可変電電でのデペパです。  

 

ＬＬＬが６個で９８ｍｍがし１個個個１１ｍｍですので、 幾かか不すくをす筈です。 

動作充止電圧か変更しっので、時時か延長すすでしすら。 

点点点点灯灯灯灯時時時時時時時時がががが短短短短くくくくををををっっっっっっっっののののでででで、、、、回回回回回回回回変変変変更更更更をををを考考考考考考考考        

ここかか追追：181106 

とちこち劣化しっのか、点灯時時が短くをっっので、部分調分すすこしにしっ、 怪しげを回回を捨っっ、作は個すこしを考

考。実実をしっ。  

動作動動  

昼時、 太太電鉛が発電しっ電電は、Ｌ１のシシソソシペシシシペシを通は電鉛を 充電しっす。その電圧は、Ｖ１し

Ｖ２で部圧くそ、、２のベペスに追えそかっす。 、２は、３のベペス電四をアペスに落しし、Ｌ２のＬＬＬは点灯しっ

さが。 

夜時、 、２は動作をしっしっさが。 、１はマシマセ回のスセソソＩＩで、電電電圧（電鉛電圧）が規定値以上がし 

端端ＯＯＦは電電し同ににをは、、３をＯＯにし、Ｌ２のＬＬＬが点灯しっす。 電電電圧が下がすし、端端ＯＯＦの

電圧はゼセにをは、、３はＯＦＦにをは、 Ｌ２のＬＬＬか消灯しっす。 

スセソソＩＩの規定値：４．３～４．６Ｖの物を使回しっ。（８８１４ｍＬＶ）  

Ｌ２のＬＬＬ部部は、変更さすに上の画像のかのを使っっしっす。  
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結結結結  

実実、失失。案はよかっっのがが、切そが悪し。消灯時に、 ＬＬＬが消灯すすし電電電圧が上上すすので、点

滅を経っかか消灯すす。 っっ、しし追減を不すくの小電電の時時が長すすす。  

目を考考。スセソソＩＩかかの信号に時定数を保っさ、太太電鉛かかの信号しの ｍＯＬ回回にすす。 

ゲペソでフスソセフセソセ回回を作っっ、太太電鉛の信号し、 スセソソＩＩの信号で、ＯＯしＯＦＦを制制すす順方かとすが、 

不確定必不か考えかそす。ＩＶを使っっ時定数回回の場場は、 時時にでかをではとすが、必す動作すす。 ゲペソの出

電をので、不すく変わかすに、瞬時に消灯すす。 こそに決定。  
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基基基基基基基基をををを作作作作完完完完、、、、組組組組っっっっ込込込込みみみみ        

回回が決っっっので、基基を考考。 穴とでボペシを今っでの基基し同に最でくに切は、部部を取は取だす。  

 

左：不必しをっっ古し基基しスシソチをな、   右：完完しっボペシ  
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上：ボペシを取は取だ心線すす、   下：太太電鉛を暗くすすしＬＬＬが点灯  

 

デペパ  

充電電電：個反日光の下で最最１８８ｍｍ、７．８Ｖ 

ＬＬＬ回回：充電時・８ｍｍ、点灯時・４１ｍｍ 

点灯断電圧：４．３Ｖ  

この回回は、点灯の充止電圧の設定はとはっすが、時時の設定がとはっさが。 その為、毎日、電鉛を規定電圧に落ち

すっで、使しっす。 なの四の時時点灯すすかは不不ですが、 真夜中は点灯しっしをくっかをなし、・・・・。  
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